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句
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映
の
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保
館
句
会
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み
の
り
句
会

▶「締め切り」に追われる毎
日でした。それを乗り切る
とほっと胸をなで下ろし、ま
たそれに向かって行く。い
つもこのくり返しでした▶
「締め切り」とは、時には鬼
のように自分を追い立てる
恐ろしい存在であり、時に
は早く駆け抜けたいゴール
の様に、とても待ち遠しい
存在でもありました▶試練
や達成感を与えながら、自
分を成長させてくれた「締
め切り」に、心から感謝です
▶広報の「締め切り」とは、
今日でお別れ。自分が最後
に担当する号の編集を終
えました▶広報を通じてお
世話になったたくさんの人
には、これから新たな分野
で恩返しをしていきたいと
思います。今後ともよろし
くお願いします。（昌太郎）

多くの鉄道フアンや報道陣ら
が訪れた平成筑豊鉄道開業の
様子。花火が打ち上げられる
中たくさんの人に見守られな
がら、記念すべき一番列車が
伊田方面へ出発しています。

撮影者●竹崎昇造さん
撮影日●平成元年10月１日 

平成筑豊鉄道一番列車

昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-7766
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● 子どもの水辺協議会が計画を作成した
　 彦山川河川敷整備事業が完成

明治期に彦山川を往来した石炭運搬
船「川ひらた」を描いたレリーフを囲
む生徒たち。横4.5㍍縦1.5㍍の大作
は、公園の完成を記念して２日間で
制作。５月20日に設置されました。

1自然と調和した親水性の公園。2木板
が敷き詰められたステージ。3遊歩道は、
草で覆われないように広めの幅です。45
上野焼陶片を利用した手作り距離標。6
カヌー乗り場はサケの稚魚放流にも活用
されます。7 彦山川の模型で提案を検討
する発足当時のメンバー（平成18年４月）。
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赤池中生徒らによる「子どもの水
辺協議会」が平成18年から参画
した、彦山川河川敷整備案。子ど
もたちのアイデアが盛り込まれ
たこの案に沿った全長約2.5㎞
の公園が、５月28日に赤池地区
の彦山川河川敷に完成しました。

生徒の夢が
水辺で実現


